
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（１組：　　） （２組：　　） （３組：　　） （４組：　　）

情報 情報Ⅰ 2

情報と情報技術等を活用し、問題を発見・解決する方法について理解を深め技術を習得するとともに、人との関わりについて理解を深める。

（５組：　　）

情報社会とのかかわりについて考えながら、問
題の発見・解決に向けて主体的に情報を活用
し、自ら改善しようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用する
ための知識について理解し、技能を身に付ける
とともに、情報化の進展する社会の特質および
その社会と及び人間のかかわりについて理解し
ている。

情報と人との結びつきの視点からとらえ、問題
の発見・解決に向けて情報技術を適切に用いる
ことができる。

実教出版　最新情報Ⅰ

情報

種々の事象を情報とその結びつきとしてとらえ、問題の発見・解決にむけて、情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参加する態度を養う。

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

思 態

定期考査
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【知識及び技能】問題解決の手段
や手順について理解し、その解決
方法を選択することができる。

【思考力、判断力、表現力等】ソ
フトウェアを適切に選択・活用
し、解決案を検討・分析し、結論
を表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
フローチャート表現やトレース、
プログラミング言語に興味を持
ち、解決方法を広げようとしてい
る。

・指導内容
第１章　情報社会と私たち
第３章　システムとデジタル化
第４章　ネットワークとセキュリ
ティ

・教材教具
教科書・パソコン

【知識・技能】コンピュータ等の機器を社会
のかかわりの中で安全に活用する知識と技術
を理解している。

【思考・判断・表現】コンピュータ等の特性
を踏まえ、どのような仕組みで動作し、その
効果を最大限発揮できるよう考え、使うこと
ができる。

【主体的に学習に取り組む態度】無形のもの
についてどのようなものがあるか、具体化で
きるようにしているか。

○ ○


